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１．入札ボンド制度の概要

趣旨及び意義

○公共工事の発注に当たり、入札参加者に対して、金融機関等による審査・与信を経て発行される契約保証の予約的機能を
有する証書の提出を求める制度を入札ボンド制度として導入することとし、当該機能を有する証書を「入札ボンド」と呼ぶ。

○会計法第２９条の４に規定する入札保証制度の体系を活用することとし、一律に入札保証金を免除する現在の運用を改め、
入札保証金の納付を原則化した上で、入札ボンドの提出があれば、入札保証金（現金）の納付を求めない運用に変更する。

金融機関・保証会社の契約保証の予約

損保の入札保証保険

金融機関の入札保証

国債その他有価証券

（予決令第77条第1号）

（契約事務取扱規則第5条第1項第7号）

（会計法第29条の4第2項ほか）

（予決令第77条第2号の運用）

納付の免除

代わる担保

現金 （会計法第29条の4） ：入札ボンドとして取り扱うもの
〔入札公告の記載例〕

入札保証金 納付。ただし、利付国債の提
供又は金融機関の保証をもって入札保証
金の納付に代えることができる。また、入札
保証保険契約の締結を行った場合又は金
融機関若しくは保証事業会社と契約保証契
約の予約を締結した場合は、入札保証金を
免除する。

制度導入の目的

不良不適格業者の参入、経営力に比べ
過度な入札参加の増大の懸念

技術提案を審査する発注者の負担の
増加についての懸念

一般競争入札の拡大 総合評価方式の拡大

入札ボンドの導入により、適切な与信枠の設定等の市場機能の活用を通じ、
質の高い競争環境を整備
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１．入札ボンド制度の概要

入札ボンド手続の流れ（概略）

○会計法・地方自治法の入札保証制度を活用して実施。

期待される効果

発注者が入札ボンドの提出を求める

金融機関等が入札前に企業の財務的な履行能力を審査し、
入札ボンドを発行 （履行保証の予約）

競争参加資格確認資料・入札ボンド提出

入札ボンドの発行を受けた企業による入札

与信枠の機能(イメージ)

落札入札参加

入札ボンド分
入札できない

与信枠

落札

不落

入札参加

入札参加
履行ボンド分

技術と経営に優れた者による質の高い競争(イメージ)

入札参加を希望する者

（契約）

入札参加条件（※）の設定 （発注者）

入札ボンド （金融機関等）

技術提案等の審査 （発注者）

総合評価 （発注者）

（実績評価）

（※） 工事実績・成績等

（経営評価）

（技術力評価）

工事D

工事C

工事B

工事A

入札手続期間 工 期

① 履行能力が著しく懸念される建設業者、施工の実績のない
ペーパーカンパニー等の排除

②与信枠の設定等による過大な入札参加の抑制

③いわゆるダンピング受注に対する一定の抑止

市場機能の活用による入札契約全体
の透明性の向上

総合評価方式の運用と併せ、
技術と経営に優れた企業の伸張
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入札ボンド手続の流れ（イメージ）
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２．試行対象工事

2/2001/1112/11標準型一般競争一般土木日野渡地区下部工工事

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

2/2012/2512/11簡易型一般競争一般土木木町通交差点改良工事

2/0111/3010/30標準型一般競争一般土木釜石自動車道遊井名田トンネル工事

2/0111/3010/30標準型一般競争一般土木釜石自動車道向落合トンネル工事

2/1501/1512/13標準型一般競争一般土木一般国道４５号日野渡道路改良工事

2/2211/3010/31標準型一般競争ＰＣ第二京阪道路楠根地区PC床版工事

近畿

東北

地整等

3/0112/2511/24標準型一般競争一般土木大阪北共同溝寝屋川門真地区立坑工事

3/0512/2211/22標準型一般競争一般土木大阪北道路国道170号切替工事

3/0212/1211/14標準型一般競争ＰＣ大和御所道路宮古地区PC上部工事

3/0212/1211/14標準型一般競争一般土木大和御所道路観音寺高架橋一町下部工事

3/0112/0811/13標準型一般競争一般土木第二京阪（大阪北道路）津田南地区下部その他工事

3/0112/0811/13標準型一般競争一般土木第二京阪（大阪北道路）私部西地区下部その他工事

3/0512/2011/09高度技術提案型一般競争ＰＣ第二京阪道路茄子作地区PC上部工事

3/0512/2011/09高度技術提案型一般競争ＰＣ第二京阪道路星田地区ＰＣ上部工事

3/0512/2011/09高度技術提案型一般競争一般土木十津川道路今戸トンネル工事

2/2211/3010/31標準型一般競争一般土木第二阪和国道阪南岬トンネル工事

2/0111/1410/18標準型一般競争ＰＣ第二京阪道路寝屋地区ＰＣ上部工事

2/2001/1112/11標準型一般競争一般土木銀山道路改良工事

入札日
（予定）

技術資料
提出日

公告日
総合評価方式
のタイプ

入札方式工種件名

（平成18年12月19日現在）

対象とする工事

○一般競争方式によって入札を行う工事 （ただし、災害応急対策工事、災害復旧工事等の緊急を要する場合を除く。）。

○ 大規模な工事から導入するなど段階的に実施。

※平成18年度は東北及び近畿地方整備局において政府調達協定に基づく工事のうち、「一般土木」等の工事種別に該当する
工事を対象。なお、東北地方整備局では宮城県管内の工事について２億円以上に適用基準の下限額を引き下げ。

※：政府調達協定（WTO）対象工事
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３．入札ボンドの実態調査の方法

①履行能力が著しく懸念される建設業者、施工の実績のないペーパーカンパニー等の排除効果

○試行工事の入札企業に対して入札ボンドを発行した保証会社等に対してヒアリングを実施し、入札ボンドを

発行するか否かの審査基準をどのように設定しているかを調査

○例えば、財務状況や過去の施工実績、当該工事の見積金額・資金計画等をどのように評価しているのか

○入札ボンドを発行しなかった企業があるか 等

②与信枠の設定等による過大な入札参加の抑制効果

③いわゆるダンピング受注に対する一定の抑止効果

試行工事の結果に基づいて以下のような調査を行う。

○入札ボンドを発行した保証会社等に対してヒアリングを実施し、各企業の与信枠をどのように設定している
かを調査

○試行工事における入札参加企業数を、入札ボンド制度を適用していない一般競争入札工事（同種・同規

模）と比較

○入札参加企業に対してヒアリングを実施し、入札ボンドが各企業の入札参加行動に与える影響を把握

○試行工事における落札率を、入札ボンド制度を適用していない一般競争入札工事（同種・同規模）と比較

○入札参加企業に対してヒアリングを実施し、入札ボンドが入札価格に与える影響を把握
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